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- と くにバ ンカ ･どリ トン島を中心 と して -



































































今回, 化学分析に供した花コウ岩試料の採取地は図5に示すo 試料 S-1および S-4は
13angka島北部 Belinju鉱山区にある粗粒黒雲母花コウ岩であるo 試料採取地 は海岸地域で
花コウ岩の露出もよく,比較的新鮮な試料である｡ その付近には,花コウ岩中のグライゼンの
風化した部分に,原地堆積性の錫鉱床がみられるほか,花コウ岩のくぼみを流れる河川の河床
部に漂砂錫鉱床が点在 している｡ この採取地から沖合 1km 付近の海底鉱床 も盛んに採掘さ




粒の錫石をはさむ｡ ここには錫石のほか, 黄鉄鉱, 自鉄鉱, 電気石および石英などがみられ








































S -3S_4 S_1 S_2
図 2 バンカ島産花コウ岩の成分変化図
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蒜 詩聖誓 K Ni Mg Al SI' P Ca Ti ∨ Mn Fe Zn Ga As Sr Zr Hg Li Be Sb Cd Sn Ge Cr Ba ∩ー Pb Y Yb
S.1tGr) ◆●◆● ● ◆ ◆◆◆◆ _? _? -?
S-2fGr) ◆◆ I●◆ -? -?
S-3(Gr) ◆● ◆ ◆ ◆ -? -? _?
S-ムーGr】 ●◆ ◆◆ ●◆ ◆ ◆ l -? -? -?
S-H Biol ◆● -'い. ●● ●◆◆◆◆● -? -? ◆ ●
5-3LBio1 ◆ ◆ ◆◆ ●◆◆◆ ◆ ◆ _? -?
S-ム Bーio) ◆ ● ◆◆● ◆ ◆ ◆◆ ◆ ● I







2) 錫には Sn2+ と Sn4十との2種類のイオンがあり, そのイオン半径はそれぞれ 1.10Å
および 0.74Aで大きさにかなり差があるので,その行動も複雑になる｡Sn2十はGa2+(1.06Å)










の黒雲母には Sn-0･030/0,電気石には Sn-0.005% が知られているo Ahens12) らの研究に
よれば61個の雲母中の鏡 の含有量は Sn-0.0004-0.400/)に達するものがあり, すべての雲
母中に錫は認められ, 錫は一部分錫石として存在し, 一部分は雲母 の格子中に入りこんでい
る｡
















図 5と図 6はそれぞれ Bangka,Biliton両島の錫鉱床の位置を示 したものであり, 過去に









Besi, 3.Gurumedang, 4.GunungManggarの地域である｡ この Bil]iton島地域唯一の
坑内掘鉱山は Tikus錫鉱山で, これは石英脈中に錫石 と鉄マンガン重石を伴う多数 の鉱巣
328
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?? ???? ??? ?? ????????????? ??? ??
? ???? ? ?? ?????? ? ?? ? ? ? ?? ?? ?? ?? ?? ??
* gr;granite ss;sandstone sh;shale sch;schist al,･aluvium






































































































































































































なわち,Bangka島では 3-5km と 11km 付近において,Biliton島では 5-6km と
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は,Bangka･Biliton地域では錫花コウ岩露頭から 14- 15km 以上離れると,もはや存在し
ないようである｡しかしながら,将来の鏡資源を担うオフショア鉱床においては,精細な海底
調査による錫石の再移動に対する補正が必要であろう｡
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